
有明工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 建築設計演習Ⅳ
科目基礎情報
科目番号 4A016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 創造工学科(建築コース) 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 後期:3

教科書/教材 課題書，適宜プリント配付／日本建築学会編『コンパクト建築設計資料集成』丸善，小島『アクティビティを設計せよ
』彰国社

担当教員 加藤 浩司,正木 哲,井上 貴明
到達目標
１）課題の要求に応えうる空間を，コンセプトを持って計画・設計できること。
２）定められた期限内に，課題の要求に応えうる作品を完成できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
課題の要求に応えうる魅力的な空
間を，明確なコンセプトを持って
計画・設計できること。

課題の要求に応えうる空間を，コ
ンセプトを持って計画・設計でき
ること。

課題の要求に応えうる空間を，コ
ンセプトを持って計画・設計する
ことができない。

評価項目2
定められた期限内に，課題の要求
に応えうる作品を，完成度高く仕
上げることができること。

定められた期限内に，課題の要求
に応えうる作品を完成できること
。

定められた期限内に，課題の要求
に応えうる作品を完成できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-3 学習・教育到達度目標 B-3 学習・教育到達度目標 C-1 学習・教育到達度目標 C-2
教育方法等

概要

　建築設計者には，環境に調和し，利用目的にも応じながら，快適で美しい空間を合理的な構造により創造することが
求められる。

　建築設計演習Ⅳでは，建築設計演習Ⅲと同様，課題の要求に応えうる空間を，コンセプトを持って，そして主体的に
計画・設計できるようになることを到達目標に掲げるが，より高度なレベルでそれをできるようになって欲しい。その
取り組み過程では，形態にもこだわりながらも，利用はもちろん，周辺の環境との関係も考えた空間の計画・設計がで
きるようになるとともに，ここで工夫した点を構造化して図化・言語化できるようになって欲しい。したがって，ここ
では，自らの提案の魅力を他人に表現するためのプレゼンテーションの大切さを認識し，その基礎を身につけることも
重視する。なお、この科目は企業で建築設計を担当していた正木教員が、その経験を活かし、学校建築の計画や設計手
法等について演習形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法

　課題は小学校とするが，それぞれの詳細（与条件や提出物等）は，初回の授業で配付する課題書を参照すること。ま
た，標準的な到達レベルを達成し，本科目の単位を取得するには，課題書で求められる提出物を定められた期限内に提
出することが必須である。

　本科目の授業は，大きく，①提案をまとめる過程，②プレゼンテーション図面をつくる過程，③発表会という３つか
ら成る。
①提案をまとめる過程では，各自が主体的にエスキスを進めることを原則とする。各回の授業では，各自のエスキスを
担当教員とともにチェックし，改善方針を見出す。このように個人ベースの作業・確認を進める一方，全体で中間発表
会を実施し，多面的な視点から各自のエスキスをチェックする。これらに加えて，関連事例の見学ツアーを実施し，各
自のエスキスのサポートを行う。なお，敷地見学は，各自行うこと。
②プレゼンテーション図面をつくる過程では，各課題で要求される図面等を作図し，プレゼンテーションを意識した図
面として仕上げる。ここでは，提案主旨を明確にし，それをわかりやすく表現することが大切である。この間，図面提
出の機会を設け，各自の提案等の見直しを行う。
③発表会では，制限時間内に，各自の提案をわかりやすく説明することが求められる。担当教員は，本科目の評価軸と
の関係から，評価できる点や対応が不十分だと判断できる点について指摘する。各回の達成度確認や今後の学習に役立
てて欲しい。
途中，課題内容についての理解度を深めるためのレポート提出，図面提出（中間発表会を含む）を求める。これらは
，設計演習の一連のプロセスの中で実施されるものゆえ，未提出のものがあった場合は，総合評価から減点する。

注意点

・本科目では，各回授業の前に各自エスキスを進めてくることを前提とする。作図も同様である。これらの他，授業時
間外に，敷地調査や事例見学，資料収集・分析なども積極的に行うこと。
・本科目は，必修として取り組む建築設計演習のまとめ，として位置付けられる。「建築設計演習III」までに身につけ
た知識や技術を積極的に活かし，必要な知識・技術を補いながら，自立的に課題に取り組めるようになること。
・設計は，総合的な行為である。建築設計演習だけに限らず，これまでに学んだ知識・技術を総合して計画・設計を行
ってもらいたい。特に，建築計画や都市計画，空間デザインや建築デザインとの結びつきは強い。構造面・環境面など
からの配慮も欠かせない。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 オリエンテーション 本科目の目的と構成，進め方，ならびに評価方法等を
再確認し，後期の課題趣旨について理解できること。

2週 事例調査 事例調査を通じて，小学校の計画・設計についての理
解を深めること。

3週 エスキスチェック エスキスチェックを通じて，改善点を見いだせること
。

4週 中間発表 中間発表会を通じて，自分の提案内容を見つめ直すと
ともに改善点を見いだせること。

5週 エスキスチェック エスキスチェックを通じて，改善点を見いだせること
。

6週 エスキスチェック エスキスチェックを通じて，改善点を見いだせること
。

7週 中間発表 中間発表会を通じて，自分の提案内容を見つめ直すと
ともに改善点を見いだせること。

8週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。



4thQ

9週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。

10週 中間発表 中間発表会を通じて，自分の提案内容を見つめ直すと
ともに改善点を見いだせること。

11週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。

12週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。

13週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。

14週 プレゼンテーション図面等の作成 提案主旨をわかりやすく伝えることを意識しつつ，要
求図面等を正確に描けること。

15週 発表会と最終総括
制限時間内に，各自の提案をわかりやすく説明できる
こと。質疑応答や講評等を通じ，各自の達成度を確認
できること。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建築系分野

計画・歴史 教育や福祉系の施設(例えば、小学校、保育所、幼稚園、中・高
・大学など)あるいは類似施設の計画について説明できる。 4 後15

設計・製図

ソフトウェアを用い、各種建築図面を作成できる。 4 後14
与えられた条件をもとに、コンセプトがまとめられる。 4 後14
与えられた条件をもとに、動線・ゾーニングのエスキスができる
。 4 後14

与えられた条件をもとに、配置図、各階平面図、立面図、断面図
などがかける。 4 後14

設計した建築物の模型またはパースなどを製作できる。 4 後14
講評会等において、コンセプトなどをまとめ、プレゼンテーショ
ンができる。 4 後15

敷地と周辺地域および景観などに配慮し、配置、意匠を検討でき
る。 4 後14

建築の構成要素(形と空間の構成)について説明できる。 4 後15
建築における形態(ものの形)について説明できる。 4 後15

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 3 後14
あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3 後15

複数の情報を整理・構造化できる。 3 後15

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3 後7

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3 後7
目標の実現に向けて計画ができる。 3 後14

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 90 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0 10 0 10


